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年間テーマ：輝け!! 柿生大銀河
“ Become a shining Star ”

８月のテーマ ： 【 月 】

８月７～１１日（日～木） 夏野営＠信州 諏訪郡富士見町 八ヶ岳少年自然の家
＜参加スカウト＞ ・ハヤブサ班 ： 松田逢、村田、生野、石窪、松田怜、宮崎 VS安達、木村

コロナ禍で待ちに待った3年ぶりの夏キャンプを実施しました。開催地は信州の「八ヶ岳少

年自然の家」。大半のスカウトが長期キャンプが初めてです。

果たして どんなキャンプを過ごしたのでしょうか？😊❤️

【初日】（8/7）

朝8時、新百合ヶ丘駅に元気に集合。ずっしりと重いザックが肩に食い込みます。阿部副

団委長が見送る出発式を終え、さあ出発。町田・八王子・高尾経由で小淵沢に向かいまし

た。歩くザックたち😂の車内でのマナーは良好でした。

到着したキャンプサイトは高原のおいしい空気と涼しさが歓迎。入所式を行い、サイトの

設営を開始。難題の立ちカマドにも挑戦です。夕食は「ツナと玉ねぎのニンニク醤油パス

タ」でしたが、案の定、作業が遅れに遅れてバタバタ。しかも味が薄～いパスタをなんとか

流し込み、お風呂にGO！ 夜は小営火を囲み、しみじみとしたお話を。夜空には星、周囲

は沈黙と漆黒の闇、かなり肌寒い気温。全てが高原の醍醐味です。

７月３１日（日） 隊集会＠団ハウス
＜参加スカウト＞ ・ハヤブサ班 ： 松田逢、村田、生野、石窪、松田怜、宮崎

3年ぶりの夏キャンプに向け、個装の確認をしました。夏キャンプを

経験したスカウトは松田逢班長以外おらず、大きなザックでの長期

キャンプに向け装備品の点検とパッキング方法について学びました。

８月６日（土） 夏キャン資材積込み＠団ハウス
＜参加スカウト＞ ・ハヤブサ班 ： 村田、生野、石窪、松田怜、宮崎

いよいよ明日から夏キャンプ。柿の実幼稚園からお借りした軽トラと水島団委員長の車両に資材を積込みました。班装備は普

段のままですが、隊装備を思い切ってコンパクトにしたので果たしてキャンプに耐えられるのかちょっと心配です。

７月２５、２６日（月、火） 2022年 Baltimoreー川崎スカウト交流 富士登山＠富士山
＜参加スカウト＞ ・ハヤブサ班 ： 村田、生野

１９８５年から始まった米国ボルチモア市とのスカウト国際交流プログラム。今年も残念

ながらコロナ禍で開催できないため、山頂とBaltimoreをWEBで結び中継するバーチャル形

式で富士登山を実施しました。 参加スカウトの感想です。

《生野倫太郎スカウト》

富士山に登った感想は、まず楽しかったです。 五合目からもう涼しくて居心地が良かっ

たです。 頂上から見る日の出はうまく見れませんでしたが、きれいな光が雲と雲の間か

ら見えてとても美しかったです。 頂上で手袋が飛んでいってしまったのが残念でした。

山小屋に入って寝る時間になっても全然目が冴えていて、眠れなかったです。(一睡も)

お鉢巡りに行く気力がなかったので行きませんでしたが、次に富士山に登るときは、お鉢

巡りに行きたいです。

《村田涼我スカウト》

僕は山登りが得意でもないし体にも自信が無いのでけっこう不安でした。自分がどの山

まで登れるか、どの山は登れないかというデータが無いため本当に怖かったです。結果、

富士山の山頂に立つことができ とても安心しました。登りは高山病にならないように ゆっく

り登っていきました。配布された資料に”水分補給はこまめにすること”と書いてあったので

20～30分に一度水を飲みました。登りは上が見えなかったので「いつ終わるのだ？」との

思いでした。一方、下りは高山病の心配が無かったので速いペースで下りました。登りの

時よりも体力的にも精神的にも気持ちは楽でした。富士山は3776mあるけれども他国では

もっともっと大きくて高い山があるのでいつか登ってみたいと思います。



【２日目】（8/8）

朝6時に全員起床、と思いきや、昨日の疲れもあってか、スカウトは三々五々集まる始

末。今日から毎朝、箱崎副長による「ラヂオ体操」で一日が始まります。そして火起こしに

手間取りながらの朝食のメニューは「納豆定食」。朝食後のサイト点検では菊池副長から

キャンプ生活を快適に過ごすために欠かせない貴重な指摘が多々でました。

セレモニーの後は、佐藤団委員による森林愛護プログラム。先ずは丸太切りに挑戦。

コースターをたくさん作り、いろいろな絵を描きました。昼食は「塩だれ豚しゃぶソーメン」。

味は素材の良さがでて美味しかったですね。モルックという楽しいゲームがあり、全員で

ルールを学びながら初チャレンジ。食後のチーム戦は大いに盛り上がりました。

午後も、森林愛護のプログラムを続けました。施設の広大な敷地内を散策しながら、佐藤

団委員からたくさんの植物や種子の説明を聞いて大変勉強になりました。

夕食は「バターチキン・カレー」で何とか形になりましたが、とても美味しかったです。

夜のセッションは資料を使い、昼間に採集した葉をあらためて観察しながら、森林愛護の

おさらいを行いました。真剣に聞き入るスカウトの様子が印象的でした。日記には全員が、

森林愛護がとても面白かったと書き込んでいました。

「本部の掲示板を確認」



【３日目】（8/9）

前日の反省から、起床時刻の6時前には全員がスタンバイしていました。3日目で少し慣

れてきたのか、ラヂオ体操、食材の配給、朝食の「ハムエッグ定食」の調理、サイト点検と

何とかこなし、朝のセレモニーまでの流れが出来てきました。

午前中は 昼の弁当持参で、片道約1時間の距離にある富士見高原「創造の森」（鼻戸

屋）まで自然観察を目的としたハイキングを実施。佐藤団委員から現場でいろいろな説明

を聞き、植物や山に関する理解が更に深まりました。午後2時過ぎに戻り、小休止。全員で

覚えたてのモルックの試合を何度も行い、すっかり気に入りました。団ハウスでも用具を準

備して、是非やりましょう。ペタンクよりも面白そうです。

夕食の「生姜増し増し！豚汁定食」は予想よりも短時間でしかも大量にできました。お代

わりもしっかり食べて、全員大満足。

お風呂で汗を流した後、アストロハウスで星空観察。施設の担当者からいろいろな説明を

聞きました。例えば「北斗七星で視力検査？」 その正体を天体望遠鏡で確認するなど楽し

く過ごしました。（北斗七星のひしゃくの柄の部分の2つ目の2等星「ミザール」のすぐそぱ

に、4等星の星「アルコル」があり、アラビアでは、その昔「ミザール」と「アルコル」を使って

兵士の視力検査をしていたそうです。） 肉眼で何度見てもリーダーには1個の星にしか見え

ませんでした(笑)

会議で一日の反省を行い、10時就寝。星のきれいな夜、遠くで鹿の鳴き声がしました。

【４日目】（8/10）

日を追う毎にスカウトの行動と班員間のコミュニケーションが良くなりまし

た。起床から朝食「めざし定食」・点検・セレモニーと見違える動きです。

本日はキャンプ最大のプログラム、乗馬とカヤック。

施設のバスで乗馬クラブに移動。4人ずつ2つのグループに分かれ、クラ

ブ内の馬場で大事な説明と試乗訓練を受けました。訓練されたおとなしい4

頭なので安心ですが、それでもスカウトは初めての体験です。最初は緊張

しているのが良く分かりましたが、徐々に手綱さばきも覚えました。係の方

が先導し、場外へ出かけました。国体にも使用された広い乗馬施設の外側

を大きく周回しながら、途中で交代し、ゆっくり乗馬を楽しみました。乗馬し

ているスカウトの姿は、初心者とは思えないほど様になっていましたね。途

中、馬が道端の草を食べて立ち止まり、「道草を食う」を実感しました。全員

が大満足の乗馬プログラムでした。

キャンプサイトに戻り、昼食は「オクラのねばねば冷やしうどん」。何とかそ

れらしき料理となりましたが美味しくいただきました。

午後は富士見高原の「鹿の池」でカヤック！！ 他に観光客がおらず、広

い池は独占状態。操船説明を聞いた後、一人乗りカヤックに乗って漕ぎ出

しました。少しすると慣れて来たのか、スピード競争したり、オールを使って

激しい水かけ合戦をしたりし、結局全員ずぶ濡れ。とても上品なカヤック・プ

ログラムでした。（子供じみた水かけを冷静に避けたスカウトも・・）

夕食は「バーベキュー」。施設から食材と設備を提供いただき、焼いて食

べて洗うだけの楽チンなＢＢＱで肉と野菜と焼きそばを美味しく食べました。

夜はキャンプの総仕上げ、大営火。今年のスタンツは近年まれにみるレ

ベルでした。特にボーイ隊の当意即妙なスタンツは大いにウケました。ベン

チャーは懐かしの歌を、ローバーは2人漫才を見せてくれました。





【 ９月の活動予定】

年間テーマ ： 輝け!! 柿生大銀河 ～ Become a shining Star ～

月間テーマ ： - 火星 - 当番班 ： ハヤブサ班

９月３、４日（土、日） ：訓練キャンプ＠団ハウス

９月１８日（日） ：プラごみバスターズ＠近郊

《各賞》

１．しおりの表紙絵大賞：宮崎スカウト

森の中でキャンプをしなければわからない幻想的な夜の森を描きました。

２．隊長課題優秀賞（うちわの絵）：石窪スカウト、生野スカウト

石窪スカウト：八ヶ岳の風光明媚さを写実的かつ鮮やかに描き出しました。

生野スカウト：風景を心の目でとらえ、印象派的技法で描き出しました。

３．森林愛護優秀賞：生野スカウト

佐藤インストラクターのお話をよく聞き、興味を持って勉強する積極的な姿勢に対して。

４．森林愛護努力賞：松田玲スカウト

様々なことに興味を持ち、その興味に基づいて質問を積極的に行う姿勢に対して。

５．優秀スカウト：石窪スカウト

リーダーの指導を真摯に受け止め、それを実践しようとする向上心に対して。

また、積極的に他の班員にも行動するよう促していた点に対して。

６．最優秀スカウト：生野スカウト

班内の細かなことにまで注意を払い、よりよいキャンプができるように試行錯誤を

していた点に対して。また、積極的に他の班員にも行動するよう促していた点に対して。

７．特別賞（進歩賞）：ハヤブサ班（村田スカウト）

夏キャンプ未経験者ばかりのハヤブサ班であったが、村田次長の下で著しい成長を見せた。

【最終目】（8/11）

楽しかった夏のキャンプも、気が付けば最終日。朝の行動も素早くできるようになり、進歩

が見えました。最終日まで改善活動を続け、サイトのゲートと「ハヤブサ班 営業中」の看

板も完成しました。

朝食は「うまうまBLTサンド」。怪しいサンドとなりましたが、これも美味しく食べることができ

ました。

朝のセレモニーの後、本部ゲート前で全員で記念撮影を行い、撤収開始。作業は、比較

的短時間で終了しました。4日間の成果ですね！

退所式後、早めのランチ弁当を食べて出発。

お世話になった施設の皆様にご挨拶をしてバスに乗り、小淵沢駅へ。ここから普通電車

で新百合ヶ丘へ帰還。夕方5時前にKFC前で解散式を行いました。

無事、これ名馬。皆さん、お疲れ様でした。

本年度のキャンプを事故無く、そしてスカウトにとって楽しく有意義な時間が過ごせたものと確信し

ています。これは偏に柿の実幼稚園園長先生、団委員、保護者並びに関係者の皆様のご協

力のたまものです。また、プログラムがスムーズに進行するように微に入り細に入りご配慮いただい

た八ヶ岳少年自然の家の玉田様のお陰です。本当にありがとうございました。

８月２１日（日） 隊集会＠団ハウス
＜参加スカウト＞ ・ハヤブサ班 ： 生野、松田怜、宮崎

記念写真を配布し、楽しかった夏

キャンプの振り返りと八ヶ岳で覚え

たモルックを楽しみました。


